






｢自分だったらこんなすごいことはできないと思う｣

｢でも､自分のやりたいことを成 し遂げて､笑顔でな

いけれども､奥底に喜びを秘めている人だ｣｢勇気の

ある人だと思う｣｢悲 しそうに見える｣など､一見す

ると普通の感想のように思えます｡でも､注意深く読

んでいくと自分の眼で見ること､考えることを少 しず

つ始めていることがわかってきます｡でも私はプログ

ラムをやっている間どうしていたかというと､その進

行をただただ追っていただけであって､子どもたちの

心の中で起こりはじめていた変化に気づきませんでし

た｡鑑真和上坐像を見る時間は持ったけれども､ただ

見せるだけであとは個人個人の受け止め方にまかせて､

考えをじっくりと聴くこともなく､そのままにしてし

まいました ｡

(2)｢開かれた質問｣によるワークシー トの可能性

それから､もう一校､同じく近くの小学校 6年生の

子どもたちからも､今後プログラムを作るにあたって

教えてもらったことがありました｡この6年生の子ど

もたちの来館の目的も､前回の時と一緒だったのでプ

ログラムができるかなと思ったのですが､人数が151

名ということと､滞在時問の関係で概要説明だけ行う

ようにして､あとは自由見学という具合でプログラム

の実施は行いませんでした｡前回の子どもたちは25名

だったので顔が見えるし､こういうプログラムも可能

なんですけれど､151名になるともう顔が見えなくな

るので､これはできないなと思いました｡でも､今度

はどういう子どもが来るのか､同じ質問をしたらどん

な応えが返って来るのか知りたい｡どんな存在の子ど

もたちがやって来るのか知りたい !という思いがあり

まして､さっきと同じような ｢あきらめない心につい

てどう思うか｣というようなアンケートを事前にして

みました｡返ってきた結果は前回と一緒で面白がって

すぐに書いてくれたらしくて､とても前向きなもので

した｡それを見ていて､大勢の人数で来た子どもたち

にもこのオープン･エンドな質問一日分で自由に考え

ることのできる質問は活用できるので･はないか､なん

となく所在なげに館内を見学 しているよりも､もっと

面白く､能動的に展示を見てもらえるのではない かと

いう印象を持ちました｡

学校の方には美術館でも時々お話 しているんですけ

れど､クラス単位とか､20人とか､それぐらいで本当

は来館して欲しいということをお願い しています｡け

れども学校側の事情もあって､学年単位でしか動けな

いとか校外に出る時はいろいろと制約があるらしくて､

規模の大きな学校はだいたいが200人とか300人ぐらい

でやってくるんですね｡ そういう時には学習ノートと

か､美術館だとワークシートというものを用意 して館

内で子どもたちにやってもらう､ということを行って

いました｡でも､そのワークシートの内容はどういう

ものかというと､大体決まった答えを展示室の中から

見っけ出して書き込むというものが多くて､それはこ

れまで勤めてきた科学博物館､歴史博物館､美術館に

おいてもだいたい同じでした｡ここに来られている民

博の佐藤さんもおっしゃっていましたが､民博でも､

子どもたちが展示を見ずに休憩所のベンチに座って､

パンフレットの写真を見ながらワークシートに出題さ

れた展示の絵を措き込んでいるとか｡だから佐藤さん

はそれじゃいけないと思っていろいろなワークショッ

プを試みられていますが､他にもオーストラリアの博

物館の方でも展示室の一角で子どもたちがシートの答

え合わせをしている様子が報告されていて､決まった

答えだけを探 し出すワークシー トの在り方について､

少し考え直す必要があるんじゃない かと思っていまし

た｡

このことに関 して高知大学の上野先生という方が

｢閉じられた質問と開かれた質問｣と題 してとても興

味深い発言をされています｡それは､閉じられた質問

というのは1個の事実を聞く質問であると､知識を確

かめる質問であるといわれています｡この質問では観

客や生徒の考え方や感情を具体的に把握できない｡逆

に､開かれた質問だと､それを把握することができる｡

開かれた質問には3つあって､ 1つ目が動機を問う質

問で ｢何故なのか｣｢何故そうなったのか｣を問う質

問｡ 2番目は､結果を予測する質問で ｢どうなるか｣､

問題解決を進める上で ｢どのようにして｣という質問｡

3番目が個々の判断を問う質問で ｢あなたはどう考え

ますか｣と問う質問｡それが開かれた質問であって､

これはすべて観衆 (博物館利用者)に自分の解釈を問

う質問だといわれています｡

この考え方に出会って､それで先はどの151名の子

どもたちのアンケート結果を見ていたら､今は答えを

書き込むことに必死になっているようなワークシート

も､少し工夫を行えば子どもたちと展示の距離を縮め

るようなものになるのではないか､と思いました｡た

だ､開かれた質問､ 1つの答えを求めないというワー

クシートは､子どもの数だけいろんな答えがあるとい

うことで､それらをちゃんと活かすためにはやっぱり
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学校と協力 しながら事前の準備も必要になるし､美術

館から学校へ帰った後のフォローもすごく必要なので､

これは本当にやるのであれば真剣に検討 しなければい

けないなと思っています｡

それで､このワークシートについて､何か良い方法

はないかとずっと頭のどこかで思っていたのですが､

最近とてもいい実践をされている博物館を知りました｡

後からもお話 しますけれど､ダイノソアファクトリー

の ｢恐竜博士への道｣というワークシートがそれに当

たります｡この実践を教えてもらった時に､これだ !

とやっと腑に落ちた感 じがしました｡

4 終わりに

(1)次の展示に向けて

(争 ｢聖徳太子と国宝法隆寺展｣

終わりに次回の展示に向けての取り組みについてお

話 したいと思います｡実は今回のプログラムというの

は本当に急場 しのぎで2週間ぐらいで作って､事前調

査も追跡調査もとてもおおざっぱなものだったのです

が､今度からはチーム体制もちゃんと整った形でやろ

うと思っています｡

- ｢聖徳太子と国宝法隆寺展｣のスライド｣投影-

これは平成17年度の夏に予定 している企画展示で ｢聖

徳太子と国宝法隆寺展｣といいます｡展示の趣旨は聖

徳太子と瀬戸内とのかかわりを紹介 しながら､飛鳥時

代から受け継がれてきた法隆寺の文化財についてより

深く親 しむというものです｡今回の展示構成は3つに

なっていて､法隆寺の宝物､聖徳太子信仰､それから

法隆寺と瀬戸内というテーマで伊予と法隆寺のかかわ

りを紹介する構成になっています｡今回の展示では､

まだ途中ですが､展覧会が始まる前からプログラム作

りのための準備を始めています｡これは､実は以前の

鑑真和上展の時には展示の中心となるものがわりとはっ

きりしていたのですが､今回､｢法隆寺と聞くと何が

最初に思い浮かぶか?｣と聞いてみると､職員の問で

もそれぞれ印象が違っていました｡それから同じく利

用者からも ｢修学旅行のときに訪れたけど何があった

かな｣とか､｢伽藍が興味深かった｣とか､｢聖徳太子

が建てたお寺ですよね｣とか､｢柿食えば ･･･｣｢世

界遺産に登録されているところ｣等､いろいろな意見

が聞かれて､これは前回とは違った角度からプログラ

ムを作らなければならないなと思っています｡今､調

べている段階では人によって法隆寺について持ってい

るイメージはそれぞれ違っていて､はっきりしていた
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り､ぼんやりだったりと印象がまちまちです｡だから

今回の展覧会に来てもらうことで､その人にとっての

｢新 しい法隆寺の発見｣｢あらためての再確認｣みたい

なものがあったらいいな､という思いでプログラムを

組もうかと思っています｡

具体的には今､ 3つのプログラムを考えています｡

1つ目が､｢大募集 !法隆寺展探検隊｣というもので､

小学校 3年生から6年生を対象にしたプログラムを考

えています｡これは個人単位の申し込みで､先ほども

お話 したとおり､まだ事前調査の必要があるのですが､

3つのセクションに分かれた各展示室を使って子ども

たちと対話をとおして展示をじっくり見る､というよ

うな内容にしたいと考えています｡それから､二つ目

は学校団体対応プログラムを考えています｡以前は準

備 していなかったのですが､今回はどれだけ来館があ

るかはわからないけれども､学校側にも出来たらPR

して行こうということで､取り上げるテーマについて

はまた学校と相談 しながら行うのですが､こちらも対

話を中心としたものを考えようかということで今検討

中です｡いい忘れましたが､今回の展覧会は県内の小

中学生が無料になります｡そのこともあって､多分小

学生の利用が多いのではないだろうかということを想

定 してのプログラムでもあります｡

それからもうーっ､親子のためのプログラムを検討

しています｡具体的にはこれも開かれた質問から始ま

る､対話が中心のワークシー トを使用 したプログラム

にしようとを考えています｡先はどもちょっとお話 し

ましたが､ダイノソアファクトリーの ｢恐竜博士への

道｣というプログラムの運営形態を参考にしようと思っ

ています｡｢恐竜博士への道｣は､昨日皆さんもお聞

きになっておわかりのとおり､とても人を必要とする､

それも他人の話をじっくり聴 くことができる大変高度

なスキルを必要とします｡愛媛県美術館ではこの4月

から展示作品ガイドボランティアを導入することが決

まっているのですが､このボランティアは､作品につ

いて利用者と対話を行う時に一方的に作品の情報を利

用者に渡すのではなくて､利用者が作品を見た時に考

えていることをじっくりと聴きながら利用者と共に作

品を楽 しむことを目指 しています｡実際の活動は10月

スタートなのですが､4月から9月にかけてガイ ドの

研修時間を設けていまして､その一環としてこの親子

のためのプログラムの実践が出来ないかなと思ってい

ます｡ボランティアは今50名の募集をかけているとこ

ろなのですが､あまり応募がなかったら無理です し､
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これはまだ検討段階です｡

② ｢なぞなぞ美術館～あなたは､どう思う?～｣

次に同じくこの夏休みに常設展示室の一室を使って

｢なぞなぞ美術館｣という小学生から大人までを対象

にしたミニ展覧会を考えています｡実はこの展示は今

年度の春に行った ｢あなたのイメージ聴かせてくださ

い｣という展示が下地となっています｡

- ｢あなたのイメージ聴かせてください｣

展示風景のスライド投影-

この展示は､作品を鑑

賞する時､それを作り出した作家､それから時代的な背

景などの作品にまつわる情報を知ることはもちろん大

事なのだけれど､それだけが作品を味わう全てとは限

らないのではないだろうか｡｢作品を見る｣というこ

とは､まずは自分の目で見る､考えることから始まる

｡ けれども､時にいろいろな視点の力を借りると､普段

､自分一人では行けないような場所まで連れていって

もらえる･･･つまり､何人かで見ると絵の見方

がどんどん変わって､｢こういう見方もあったのか

!｣という知的興奮を味わう時がある｡ということが主

なメッセージになってい ます｡展示室の真ん中にこう

いうインタビューシートを用意 して､利用者に展示室

の作品の中から自分の気になる作品を選んでもらって､

自分自身の作品に対するイメージを書いていってもら

い､それを私が整理して､ハリバネの簡単キャプショ

ンを作って作品の側にどんどん感想を足していく-と

いうことをやりました｡展示を始めて最初の頃は ｢あ

まり反応ないかもな｣と思っていたのですが､途中か

らどんどん感想キャプションが増えて､小学生から高

齢者まで､いろいろな年齢層の方が参加 してくれたので

試みとしては面白かったです｡

なぜこん
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あなたのイメージ､聴かせてください

①あなたの印象に残った､あるいはちょっと気になる絵はどれですか?

※いいなあと思う絵でも､これは､ちょっと･- と思う絵でもかま

いません｡

(作品名

②その絵からどんなイメージを受けますか?また､どうしてそう思ったか､

その理由も教えてください｡

年齢 ( )性別 (男 ･女)職業など (
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からトークを始めたいと思います｡よろしいでしょう

か｡とてもおしゃべりな作品が出てきます｡では､ど

うぞ｡これを30秒見っめてください｡

-30秒経過-

いいですか?では､まず､目に見えるものから皆さ

んに聴いてみたいと思います｡何が見えますか｡はい､

瀬川さん｡ ありがとうございます｡

(瀬川)

コントラバス｡チェロかコントラバスみたいなもの

が見える｡

(鈴木)

そうですね｡ コントラバスみたいなものが見えます

ね ｡ 他に｡他にはないですか｡

(瀬川)

紫色が見える｡ それから聖徳太子がいる｡

(鈴木)

そうですね｡真ん中に聖徳太子みたいな顔の人もい

ます｡他にありますか｡

(男性)

もう1個､石原裕次郎の顔｡

(鈴木) ヽ

隣の顔は石原裕次郎の顔に見えますね｡他にありま

せんか｡

(染川)

仮面がある｡

(鈴木)

仮面?どの辺が仮面でしょうか｡紫色のもので

しょうか｡仮面のように見えますね｡その他に見

えるものはありませんか｡

(瀬川)

しっばのように見える｡

(鈴木)

瀬川さん､どれですか｡指をさして皆さんに説明し

てあげてください｡しっばのように見える｡ なるほど｡

-他の参加者から､｢模様がみえる｣｢真ん中の黄色い
ものが帽子のように見える､いや王冠か?｣との声が

あがる｡ -

(鈴木)

模様が見える｡ そうですね｡これは模様みたいです

ね｡真ん中のは王冠みたいにも見えますね｡他にもう

ありませんか｡

(女性)

目玉｡

(鈴木)

どれでしょう｡ 一番上の所､ああ､目玉みたい

に見えますね｡ そうですね｡

(瀬川)

フクロウがいる｡

(鈴木)

フクロウ?どこですか｡さっき染川さんが仮面

のように見えると言ったところでしょうか?瀬川さん

はフクロウのように見える｡ ありがとうございます｡

他にありませんか｡もう出尽 くしましたか｡

さて､ じゃあ今までは描かれているもの､目に

見えるものについて皆さんで確認 してもらったんです

けれど､今度はこの絵から受けるイメージについてお

尋ねしたいと思います｡どんなイメージを受けられま

すか｡どんなふうに見えるでしょう｡

(瀬川)

｢さあ､いくぞ !｣という感 じでこちら側に飛び出

してきそうな感 じに見える｡

(鈴木)

｢さあ､いくぞ !?｣｡なるほど｡そういうふう

な意見は初めて聞きました｡すごく面白いです｡さあ､

いくぞ- !って感 じ｡ 他にはありませんか｡

(女性)

中央の二つの顔から､何だか二面性のあるような感

じ｡

(鈴木)

どうですか｡今の意見に対 して ｢い や､私は違う｣

とか､｢私 もそう思ってる｣とか､そういう意見の方

がありますか｡はい､梅田さんどうぞ｡

(梅田)

私は､なんだか中途半端な､不安感がある･･･イ

メージに見える｡

(鈴木)

中途半端｡

(松井)

むらがあって､ちぐはぐな感 じがする｡

(鈴木)

なるほど｡今の梅田さんと松井さんの意見には共通

点がありますね｡中途半端なちぐはぐな感 じがすると｡

他に私はこんなふうに見えるという方はおられません

か｡
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(芦谷)

楽器の中から手がでている｡

(鈴木)

そうですね｡楽器の中から｡ やっぱり奇妙な感

じのする絵ですよね｡ 不思議というか｡ どうですか｡

(坂本)

ちぐはぐだけれども､非常に融合 しているような気

がする｡ これはこれでいいような感

じ｡なんか親 しみがわく感 じ｡

(鈴木)

ちぐはぐなんだけれども融合できているような

気がする｡ 新 しい意見です｡ちぐはぐなんだけれど溶

け合っているような気がする｡ これはこれでいいよう

な感 じ｡他の方どうですか｡はい､佐藤さん｡

(佐藤)

日本のスカーフのような｡おかしいんだけれど､あ

りそう｡

(鈴木)

日本のスカーフのような､おかしいんだけど､

ありそうな感 じがする｡ ちょっとちぐはぐなんだけれ

ども､溶け合っていて､これはこれでいいような､親

しみがあるイメージがすると｡ はい｡すみません､時

間がないのでここでまとめてしまいますが､皆さんが

お話 していただいたこの絵は､実は 『日本の嫌いな絵』

というタイ トルが付いています｡

一会場から

｢なるほど｣｢ほお-｣といった声が挙がる-

これは去年､川村記念美術館で ｢コマール&メ

ラミッドの傑作を探 して｣という展覧会で展示された

作品で､コマールさんとメラミッドさんという2人組

のロシア人のアーティス トが始めた ｢みんなで選んだ

絵｣というプロジェクトの作品のひとつです｡

このプロジェク トは､｢傑作と呼ばれる美術は､先天

性のある天才芸術家が卓越 した技術と豊かな想像力に

よって作りあげられるもの｣という誰もが信 じて疑わ

ない "芸術家神話"をいったん脇において､万人に支

持されるのが傑作というなら前もってアーティス トが

みんなの好みを聴いて傑作を作ってしまおう､それっ

て傑作 ?みんなの好きな絵を､あなたも気に入るだろ

うか?多数決の意見で描いた絵は､本当にみんなが望

む絵になっているだろうか?それから､知能の高いゾ
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ウに絵を描いてみせたらどんな絵ができあがるだろう?

人間の描いた絵よりもゾウの描いた絵を好きになって

しまったらどうしますか?あなたにとっての傑作はど

んな絵ですか?傑作 ってなんだと思いますか ?と､

｢美術は一人の天才のひらめきじゃないところからも

生まれうる !｣というアーティス トの信念から始まっ

たものです｡みんなに支持されるのが傑作なんだった

ら､前 もってアーティス トがみんなの好みを聴いて傑

作を作ってしまおう､それって傑作 ?傑作って何だろ

う?何か共通点はあるの?という趣旨で始まったもの

です｡それでどんな方法で作品を作り出していったの

かというと､最初はアメリカから始まるのですが､世

界18カ国の普通の一般の人々に無作為に電話調査をか

けて､その国の美意識や具体的な絵の好み､筆さばき､

画面の表現方法 ･･･と､どんどんモニタリングして

いって､その国の "好きな絵"と "嫌 い な絵"を描い

てしまう､というもので､大変面白い､奥の深い展覧

会でした｡各国の様子がどうだったのかというと､途

中まではある共通点があったようですが､途中の3カ

国から-これが､オランダ･イタリア ･日本なのです

が､全 く違う結果がでたそうで､これからも見逃せな

いプロジェクトです｡今日はこの図録を持ってきてい

ますので､興味のある方がおられたら､またこの後ど

うぞ｡それから､最後に､｢日本の好きな絵｣を紹介

したいと思います｡どんな絵だと思いますか｡これな

んです｡

-会場から少 し笑いが起こる-

まんまモネです｡ちょっといわさきちひろの子ども

のような白い陰も見えます｡動物みたいなものも見え

ます｡これが日本人の好きな絵なんだそうです｡とい

うことで､これで ミニプログラムを終わります｡

- ミニプログラム終了-

質疑応答

(司会)

ありがとうございました｡では､ご質問があればお

願いします｡

(青木)

知識を伝えることについてどう思われますか?例え

ば博物館はとてもたくさんの情報一知識を持っていて､

これまではそれを伝えることを目的のひとっとして来
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たともいえると思うのですが｡

(鈴木)

わかりました｡答えにならないかもしれないのです

けど､私は博物館の中心は誰かと考えたときに､利用

者が中心だと思っています｡学芸員がもちろん一方的

に展示の情報一知識について利用者に伝えることもで

きるんですけれど､利用者はいろんな人が来て､いろ

んなふうに考えていて､同じ展示を見てもそれぞれの

経験でいろんな関わり方をしています｡それから､琵

琶湖博物館の布谷さんもおっしゃられていたのですけ

れど､今までの博物館は展示でいろんな事実というか

原理原則を提示 してきたと思うのですけれど､それも

大事なのですけれど､情報がこれだけ氾濫 している時

代にあって､すでに大部分の利用者はそういうことは

知っていると考えるべきだと｡ 博物館がこれから提示

する必要があるのは､開かれた課題というか､展示を

作った人間が ｢私はこの展示に関してこう考えている

のだけれどもあなたはどう思うか｣というような､利

用者と展示について対話をすることが大事なのではな

いかと思うわけです｡今､私はすごく簡単に言ってし

まったのですけれど､その考え方にとても共感をして

いて､そういう点は美術館も博物館も科学館も､どこ

も一緒ではないかなと思っています｡

(染川)

｢あきらめなかった人｣という､その言葉があまり

にも素晴らしいというか､とてもインパクトがあって､

それでしか鑑真和上を振り返 られなくなってしまう感

じもしています｡追跡調査の時に ｢鑑真さんってどん

な人だったと思う?｣と聴いていますが､それだけだ

と､どうしても "あきらめない"という言葉に引きず

られてしまうというか ･･･｡

(森永)

私も､何か誘導 している感 じがします｡

(鈴木)

誘導､そうですね｡う～ん､誘導かもしれな

い｡ただ､いっもこういう歴史的なものを取り上げる

時に考えるのは､例えばこの鑑真和上と子どもたちの

間には1250年という時間の隔たりがあるのですが､こ

の時空を越えて､どうやって子どもたちの目の前まで

リアリティーを持って展示物を引っぼり出すかという

ことをいっもすごく考えていて､大人だったら､事前

の経験もあるし抽象的な考え方も出来るのですが ･･･｡

例えばいきなり鑑真和上の前に連れていって､いきな

り表情についてお話が始まっても､大人なら､すっと

入って来られるんですけど子どもの場合は何か言葉が

なければ､展示の前を素通りしてしまうこともあって､

誘導する感もあるんですけれど､難 しいですね｡

(並木)

否定的な意味ではなく､この ｢あきらめなかった人｣

という言葉にはすごいインパクトがあると思います｡

プログラムとしてはいいと思うんです｡だけど､振り

返り1カ月後の質問が､本当にしたかったこと･･･

何か障害に当たった時にあなたはどんなことをしただ

ろう､とか､その時に出会った気持ちがよみがえるよ

うな質問だったら良かったのかなと思います｡このま

までは､どんな人だっただろうと､そこしかわからな

い｡｢あきらめなかった｣というキーワー ドについて
何かそういうイメージから感 じているのか､再び聴い

ていけたら､もっと良かったと思います｡

(井島)

でも､子どもたちの感想を良 く見ていくと小さいけ

れど､ところどころ自分の感想も入っていたりして､

このプログラムはこれでもいいんじゃないかとも思い

ます｡

(鈴木)

ありがとうございます｡また一つ学びました｡プロ

グラムを行った時には､子どもたちに記憶 してもらっ

ていることを確認するのに躍起になっていて､ああい

うふうになってしまったのですけれど､でも､今伺っ

て ｢ああ､そんなふうに聴けばもっと広がりを持てた

んだ｣とすごく思いました｡そういう考え方は全く考

えつかなかったので､何だか本当に目から鱗です｡あ

りがとうございます｡

最後に簡単なまとめなんですが､私が科学博物館､

歴史博物館､美術館と3館廻って肌身に感 じて思うの

が､扱うものが違っていても､利用者を中心に考えた

ときには､ ミュージアムという場所は､利用者が展示

を通 して自分を見つめたり､振り返ったり､成長 して

いける一人が生きていく力とか､成長 していく力を育

むことのできる場所の一つなのではないかなと思いま

す｡スポーツでも何でも､他にもそういう場所はいろ

いろあると思いますが､でも､ ミュージアムもそうい

う場所の一つではないかなと思っています｡

自分のところは違う他館の事例や展示例を見て ｢う

ちには関係ないよ｣とか ｢うちは美術館だから違う｣

とか ｢扱っているものが違うし､目指すものが違う｣

という意見もありますが､利用者を中心に考えた時に

はミュージアムのコミュニケーションやエデュケ-ショ
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ンの基本的な考え方はどの館も同じではない かと思い

ます｡昨日今日と､このフォーラムでいろいろな博物

館の事例をお聞きしていて､勉強になる事例がいっぱ

いありました｡今回学ばせて頂いたことをこれから自

分の中で熟成させながら頑張っていきたいと思います｡

聞き苦 しい点が多々あったと思いますがこれで終りま

す｡どうもありがとうございました｡

フォーラムを終えて思うこと

一観客 (利用者)はやっぱりすごい !

今回のフォーラムは2日間が､ 2日間ともェキサイ

ティングで､面白くて (こんな集まりは今までで初め

てかもしれません)そして､ 2日間とも全く気が抜け

ない時間でした｡

音楽やダンスにたとえていうなら､全編 ｢ボレロ｣､

全編 ｢カルメン｣という感 じで､どの発表もずっしり

と重みがあって､こんなに集中しなければいけないフォー

ラムは初めてでした｡(どの発表もすごいので､面白

くて聞かざるを得ない､どうしても集中してしまう､

そんな状態でした)だから終ってからしばらくは､疲

れ切ってぼんやりしていました｡

フォーラムから3ヶ月近く経って､ようやくフォー

ラムでの出来事を振り返ることが出来るようになりま

したが､振り返ってみて思うのは､｢あきらめなかっ

た人の顔｣というプログラムは､私が実践 したあのま

まの状態ではやはり､子どもたちを誘導してしまった､

というものです｡私が ｢あきらめなかった人の顔｣と

いうプログラムの実践で得た "気づき"は､｢子ども

たちはちゃんと自分で考える力を持っている｣という

ものでした｡プログラムの中で私は事前調査やオープ

ン･エンドな質問等の活用をしていますが､｢利用者

中心｣といいながら､結局のところ私は無意識のうち

にゴールを ｢知識の伝授｣に置いてしまっていました｡

知識 ･情報の伝達ということについては､ ミュージア

ムの中に限って言うと､私は､子どもたちとの対話の

中でバランスさえとれていれば決 して悪いものではな

いと思います｡ しかし一番大切なのはその伝授ではな

くて､ ミュージアムに来る利用者が自らの目で展示を

見て､考えて､エデュケーターや学芸員､研究者など

のミュージアムの人たちと対話 していく､一緒に考え

てお互い成長 していくことではないかと思います｡

フォーラム時にあった質疑応答のところで､｢鑑真

さんについて聴 くだけじゃなくて､鑑真さんに出会っ

て､プログラムを体験 した後の子どもたち自身の世界
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についても聴けていたらもっと広がりがありましたね｣

という､とてもすぼらしいご助言をいただいたのです

が､あの日の展示室の中で､子どもたちが感 じていた

鑑真和上への想いをもっとしっかり受け止めることが

出来て､そこで広がりを持った対話が行われて､その

上でご助言いただいたような質問を投げかけることが

できていたら､それは本当にすごいプログラムになっ

たのではないかと思います｡

それから､フォーラムの最後で少 しだけ試みた対話

型ギャラリートークについても､あの後何人かの方か

らお話をいただいたのですが､あの時居合わせた参加

者のみなさんは､実はとてもすごい読み解きをされて

いました｡(トークが終ってからそのことに気づき､

その場でまとめられなかったことへの反省と参加され

たみなさんへの驚きと感動でいっぱいでした)実は､

あの ｢日本の嫌いな絵｣については､別のグループで

もトークが行われたのですがその時のまとめは､ある

グループは ｢嫌なイメージとはこういうもの｣となり､

またあるグループは ｢上っ面な､表面だけのイメージっ

てこんな感じ｣というまとめ方をされていて､フォー

ラムでの トークの時も､多分同じようなイメージで話

がまとまっていくのかなと思っていました｡ しかし､

あの場で､出てきたみなさんのイメージは､あの絵の

情報について私は何もお話 していないのに､｢ちぐは

ぐなんだけど､親 しみがわく｣｢変なんだけど､それ
はそれでいい｣｢日本のスカーフみたい､おかしいん
だけどありそう｣というように､まさしく､私たちの

国一日本を言い当てていて､とても驚きました｡それ

も否定的なイメージではなく親 しみを込めてイメージ

されていたのには感動 しました｡本当にこのようなま

とめを見たのは始めてでした｡

このことについては後 日もある方から (以下抜粋

｢まだまだ話 していたかった｡あの絵は､みんなでい

ろいろおしゃべりするのには向いていたなあと思いま

す｡スカーフ的な構図を使うことでまとまっているけ

れど､要素としては○○さんちのリビングルームにあ

るものみたいな感 じがしていて､タイトルを聴いた時､

すごく納得がいきました｡あの作家さんはすごいね｡

日本のことを､それもステレオタイプとしての伝統な

どからイメージされる日本ではなく､普通の人たちの

日常的な日本らしさを表現していて｡ やっぱり現代アー

トって面白いと思いました｡こういう絵の楽 しみ方を

径験させて下さってありがとうございます｣という意

見をいただいて､やっぱりすごい !お客さん (利用者)
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はすごい !!と思いました｡ と思います｡最後にこのようなすぼらしい学びの機会

このフォーラムでの体験は､ ミュージアムでの学び を与えていただいた琵琶湖博物館の皆様､フォーラム

について考えていくにあたって､本当に貴重な経験と 参加者の皆様に対 し､心からお礼を申し上げます｡本

なりました｡ここで得たことをしっかりと心に刻んで､ 当にありがとうございました｡

これからも自分の ミュージアムでがんばっていきたい
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